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Ⅴ 調査票 

栃木県政世論調査    平成２７年５月 
 
［暮らしの変化について］ 
問１ あなたの暮らしは、この５～６年の間にどう変わりましたか。次の中から１つ選んでください。 

１ かなり良くなった 
２ 少し良くなった 
３ 変わらない 

４ 少し悪くなった 
５ かなり悪くなった 
６ わからない 

 
（問１で選択肢「４」、「５」を選んだ方のみお答えください） 

問１－１ 悪くなったのは、主にどのようなことからですか。もっとも大きな要因を１つ選んでく

ださい。 

 １ 物価が上昇したため 
２ 不景気（倒産、経営不振、解雇など）の 

ため 

３ 家庭内の事情で出費が増えたため 

４ その他 
（                  ） 

５ わからない 

 
問２ あなたは、今の暮らしについてどの程度満足していますか。次の中から１つ選んでください。 

 １ 満足している 

２ まあ満足している 

３ どちらともいえない 

４ やや不満がある 

５ 不満がある 

６ わからない 

 
問３ あなたの暮らしは、これから先どうなっていくと思いますか。次の中から１つ選んでください。 

 １ 良くなっていく 

２ 変わらない 

３ 悪くなっていく 

４ わからない 

 
問４ あなたは、今後の暮らしの中で、どのような点に力を入れていきたいと思いますか。次の中か

ら３つまで選んでください。 

 １ 仕事（家事、学業） 

２ 知識や教養 

３ 貯蓄 
４ 趣味やスポーツ 
５ ボランティア活動 
６ 衣・食生活の充実 
７ 住生活の改善、充実 
８ 環境にやさしいライフスタイル 

９ 家族との団らん 
10 近所との付き合い 

11 友人や知人との付き合い 

12 子育てや子どもの教育 
13 健康づくり 
14 その他 
（                  ） 

15 わからない 
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［県政への要望について］ 

問５ 県では、皆様のご理解とご協力を得ながら“「安心」「成長」「環境」をともにつくる 元気度

日本一 栃木県” をめざしていろいろな仕事をしています。あなたが、県政に対して、特に力

を入れてほしいことは何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 学校教育の充実 

２ 青少年の健全育成 

３ 家庭教育の充実 

４ 社会教育の充実 

５ 文化の振興 

６ スポーツ・レクリエーション施策の充実 

７ ＮＰＯ・ボランティア活動の促進 

８ 広聴・広報の充実 

９ 国際化の推進 

10 子育て・少子化対策の充実 

11 高齢者福祉対策 

12 心身障害者対策 

13 医療対策 

14 保健対策 

15 男女共同参画の推進 

16 農林業の振興 

17 食料の安定供給の確保・食の安全確保 

18 商工業の振興 

19 観光の振興 

20 雇用の安定と勤労者の福祉 

21 住宅・宅地対策 

22 資源エネルギー対策 

23 下水道の整備 

24 公園・緑地・河川の整備 

25 公共交通ネットワークの整備 

26 道路の整備 

27 地域情報化の推進 

28 防災対策 

29 防犯対策 

30 交通安全対策 

31 消費生活の安定 

32 自然保護・環境保全対策 

33 循環型社会の推進（リサイクル・廃棄物対策） 

34 行財政改革 

35 “とちぎ”ブランド力の強化 

36 その他 

（                  ） 

37 わからない 

 
 
［社会貢献活動について］ 

問６ あなたは、社会貢献活動（※）に参加したことがありますか。また、今後参加したいと思いま

すか。次の中から１つ選んでください。 

※ 社会貢献活動とは、例えば、募金、寄附、プルタブ・エコキャップなどの物品収集や公園

清掃などの活動、ボランティアやＮＰＯ（非営利活動団体）活動、コミュニティ活動、自治

会、育成会等の地域活動などを言います。 

１ 現在参加している 
２ 現在は参加していないが、過去に参加したことがある 

３ 今まで参加したことはないが、今後参加したい 

４ 今まで参加したことはなく、今後も参加するかどうかわからない 

５ 今まで参加したことはなく、今後も参加するつもりはない 
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［芸術・文化活動について］ 
問７ あなたが日ごろ行っている芸術・文化活動は、どのようなものですか。次の中からいくつでも

選んでください。 

１ 音楽、演劇、舞踊、映画、絵画、陶芸、書道、写真、文芸などの芸術活動 
２ 生け花、茶道、和洋裁、盆栽、園芸、囲碁、将棋などの文化活動 
３ 地域の伝統芸能の保存・継承 
４ 文化遺産の保護・活用に関する活動 
５ その他（                                     ） 
６ 何も行っていない 

 

［スポーツ活動について］ 
問８ あなたは、この１年間にスポーツ（※）を行いましたか。次の中から１つ選んでください。 

※ スポーツとは、ウォーキング、散歩、ダンス、ボウリング、ハイキング・キャンプなどの

アウトドアスポーツ、軽い体操、レクリエーションスポーツを含みます。 

１ 週に３日以上行った 
２ 週に１・２日行った 

３ 月に１～３日行った 
４ ３か月に１・２日行った 

５ 年に１～３日行った 
６ 行わなかった 

 

［住んでいる地域について］ 
問９ あなたは、住んでいる地域にこれからも住み続けたいと思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ そう思う 

２ ややそう思う 

３ あまりそう思わない 

４ そう思わない 

５ どちらともいえない 

 

［とちぎの元気な森づくり県民税について］ 

問10 あなたは、森林を守り育て、元気な姿で次の世代に引き継いでいくため、平成20年４月か

ら本県で導入している「とちぎの元気な森づくり県民税」、いわゆる森林環境税を知ってい

ますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 名称も税額も知っている 
２ 名称は知っているが、税額は知らない 

３ 名称も税額も知らない 

 

［人権意識について］ 
問11 あなたは、「現在の日本は、基本的人権が尊重されている社会である」と思いますか。次の中か

ら１つ選んでください。 

１ 尊重されている 

２ ある程度尊重されている 

３ どちらともいえない 

４ あまり尊重されていない 

５ 尊重されていない 

６ わからない 



 －172－ 

問12 あなたの周りの日常生活において、どのような人権侵害（差別など）がありますか。次の中か

らいくつでも選んでください。 

１ 女性に対するもの 
２ 子どもに対するもの 
３ 高齢者に対するもの 
４ 障害者に対するもの 
５ 同和関係者に対するもの 
６ 外国人に対するもの 
７ ＨＩＶ(ヒト免疫不全ウィルス)感染者やハンセン病患者等に対するもの 
８ 犯罪被害者とその家族に対するもの 
９ 貧困者に対するもの 
10 インターネットによる誹謗中傷やプライバシー侵害等 

11 その他（                                     ） 
12 周囲で人権侵害はないと思う 

13 わからない 

 
問13 あなたは、今までにご自身の人権が侵害されたと思ったことがありますか。次の中から

１つ選んでください。 

１ 侵害されたことがある 
２ 侵害されたことはない 

３ わからない 

 

問14 もし、あなたがご自身の人権を侵害された場合、まず初めにどう対応しますか。次の中から

１つ選んでください。 

１ 黙って我慢する 

２ 相手に抗議する 

３ 身近な人に相談する 

４ 弁護士に相談する 

５ 法務局や人権擁護委員に相談する 

６ 県や市町村に相談する 

７ 警察に相談する 

８ その他 
 （                  ） 

９ わからない 

 
問15 あなたは、今までに他人の人権を侵害したことがあると思いますか。次の中から１つ選ん

でください。 

１ 侵害したことはないと思う 
２ 自分では気づかないうちに侵害したかもしれない 
３ 侵害したことがあると思う 
４ わからない 
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［生物多様性保全について］ 
問16 あなたは、自然についてどの程度関心がありますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 非常に関心がある 

２ ある程度関心がある 

３ あまり関心がない 

４ まったく関心がない 

５ わからない 

 
問17 あなたは、「生物多様性」の言葉の意味を知っていますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 言葉の意味を知っている 
２ 言葉は聞いたことがあるが意味は知らない 
３ 聞いたこともない 

 

問18 生物多様性（※）保全のため、地球上のさまざまな生物やそれらが生息できる環境を守る取組

が進められていますが、このことについて、あなたはどのように考えますか。次の中から１つ選

んでください。 

※ 生物多様性とは、生態系、種、遺伝子がそれぞれバラエティに富んでいることを言います。 

１ 人間の生活がある程度制約されても、環境の保全を優先するべきだ 
２ 人間の生活が制約されない程度に、環境の保全を進めるべきだ 
３ 人間生活の豊かさや便利さを確保するためには、環境が失われてもやむを得ない 
４ その他（                                     ） 
５ わからない 

 
問19 あなたは、生物多様性に配慮した生活のために、今後どのようなことに取り組んでいきた

いですか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 身近な生物を観察したり、外に出て自然と積極的にふれあう 
２ 自然保全活動や美化活動に参加する 
３ 飼っている生き物を最後まで責任を持って育てる 
４ 環境に配慮した商品を優先的に購入する 
５ 旬のもの、地のものを選んで購入する 
６ 節電や適切な冷暖房温度の設定など地球温暖化防止対策に取り組む 
７ 自然や生物について、家族や友人と話し合う 
８ エコツアー（ガイドによる自然体験）に参加する 
９ その他（                                     ） 
10 特に取り組むつもりはない 
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［産業廃棄物処理施設について］ 
問20 あなたは、廃棄物処理施設を見学したことがありますか。次の中から１つ選んでください。 

１ ある ２ ない 

 

（問20で選択肢「１」を選んだ方のみお答えください） 

問20－１ 見学した施設はどのような施設でしたか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 一般廃棄物（※１）を処理する施設 

２ 産業廃棄物（※２）を処理する施設 

３ 施設の種類はわからない 

※１ 一般廃棄物とは、生活ゴミなど一般家庭から排出される廃棄物のことです。 

※２ 産業廃棄物とは、民間企業の事業活動（工場で製品を生産する、建物を解体するなど）から 

排出される廃棄物のことです。 

 

問21 あなたは「産業廃棄物処理施設」にどのようなイメージがありますか。次の中からいくつでも

選んでください。 

１ 公害防止対策がきちんとされている 

２ 資源のリサイクルに取り組んでいる 

３ 環境汚染や健康被害のおそれがある 

４ 火災等の事故があり危険である 

５ 地域の印象が悪くなる 

６ どのようなことをしているのかよくわからない 

７ その他（                                     ） 

８ 特にイメージはない 

 

問22 あなたが、産業廃棄物処理施設を詳しく知りたいと思ったときに、県にどのようなことを求め

ますか。次の中から２つまで選んでください。 

１ 施設を実際に見学できるイベントの開催 

２ インターネットによる施設の紹介 

３ 広報誌やパンフレットによる情報提供 

４ テレビなどによる施設の紹介 

５ シンポジウムやフォーラム等の開催 

６ その他（                                     ） 

７ わからない 
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問23 もし、あなたの家の近くに産業廃棄物処理施設ができるとした場合、認めることができま

すか。次の中から１つ選んでください。 

１ 認める 
２ 条件付で認める 

３ 絶対認めない 
４ わからない 

 

（問23で選択肢「２」を選んだ方のみお答えください） 

問23－１ どのような条件がそろえば認めることができますか。次の中からいくつでも選んでくだ

さい。 

１ 環境汚染を引き起こさないことについて納得のいく説明がされる 

２ 万が一事故等があった場合に事業者が全責任をとってくれる 
３ 自由に施設に立ち入ることができ、安全性について自分の目で確認できる 
４ 周辺の道路や公民館等が新しく整備される 
５ 事業者が信頼できる 

６ その他（                                     ） 

 
 
［在宅医療について］ 
問24 あなたが病気やけがで長期の療養が必要になり、通院が困難になった場合、自宅で療養したい

と思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ そう思う ２ そう思わない → 問24－２へ 

 

（問24で選択肢「１」を選んだ方のみお答えください） 

問24－１ 自宅での療養は実現可能だと思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 実現可能だと思う ２ 実現は難しいと思う 

 

（問24－１で選択肢「２」を選んだ方のみお答えください） 

問24－１－１ 自宅での療養が難しいと思う理由は何ですか。次の中から３つまで選んでください。 

１ 急に病状が悪化した時の対応が不安だから 

２ 家族に負担がかかるから 

３ 療養できる部屋やトイレなどの療養環境が整っていないから 

４ 自宅に往診してくれる医師や看護師が見つからないから 

５ 介護してくれる家族がいないから 

６ 医師や看護師に自宅の中を見られたくないから 

７ その他（                                     ） 
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（問24で選択肢「２」を選んだ方のみお答えください） 

問24－２ 自宅での療養を希望しない理由は何ですか。次の中から３つまで選んでください。 

１ 急に病状が悪化した時の対応が不安だから 

２ 家族に負担がかかるから 
３ 療養できる部屋やトイレなどの療養環境が整っていないから 
４ 自宅に往診してくれる医師や看護師が見つからないから 
５ 介護してくれる家族がいないから 
６ 医師や看護師に自宅の中を見られたくないから 

７ その他（                                     ） 

 
問25 在宅医療を支える仕組みのひとつに「訪問診療（※）」がありますが、あなたはこのサー

ビスを知っていますか。次の中から１つ選んでください。 

※ 「訪問診療」とは、通院が困難な患者の自宅等を医師が定期的に訪問して行う医療サービ

スのことです。 

１ 利用したことがある 
２ 内容は知っているが、利用したことはない 
３ 内容は知らないが、聞いたことはある 
４ 聞いたこともない 

 

問26 在宅医療を支える仕組みのひとつに「訪問看護（※）」がありますが、あなたはこのサー

ビスを知っていますか。次の中から１つ選んでください。 

※ 「訪問看護」とは、看護師が医師の指示を受け、患者の自宅等を訪問して行う看護サービ

スのことです。 

１ 利用したことがある 
２ 内容は知っているが、利用したことはない 
３ 内容は知らないが、聞いたことはある 
４ 聞いたこともない 
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［地域の移動手段について］ 
（日常の移動手段について） 

問27 あなたは日常生活において、どのような交通手段を利用していますか。次の中から１つ選んで

ください。（複数ある場合は最も利用回数が多いものを選んでください。） 

１ マイカーを自分で運転 

２ 家族や知人の自家用車に同乗や送迎 

３ 鉄道、路線バス 

４ デマンド交通（※） 

５ タクシー 

６ 徒歩、自転車 

７ その他（                                     ）

※ デマンド交通とは、地域の移動手段として市町村が運行している予約型の公共交通のことです。 

 

（路線バスの満足度について） 

問28 路線バスについて、あなたはどの程度満足していますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 満足 

２ どちらかといえば満足 

３ どちらともいえない 

４ どちらかといえば不満 

５ 不満 

６ わからない 

 

（問28で選択肢「４」、「５」を選んだ方のみお答えください） 

問28－１ 路線バスについて不満に思う理由は何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 運行本数が少ないから 

２ 朝早くや夜遅くの運行がないから 
３ 運行ダイヤ等に問題があり、乗り継ぎがしにくいから 
４ 時刻表のとおり運行していないから 
５ 料金が高いから 
６ 車内が混雑しているから 
７ バス停が家から遠いから 
８ バス停周辺の駐車場・駐輪場が不足しているから 
９ ノンステップバス（※）の運行が少ないから 
10 その他（                                     ） 

※ ノンステップバスとは、バスの床面を低くして乗降ステップをなくした、バリアフリー化 
されたバスのことです。 
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（デマンド交通の満足度について） 

問29 デマンド交通について、あなたはどの程度満足していますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 満足 

２ どちらかといえば満足 

３ どちらともいえない 

４ どちらかといえば不満 

５ 不満 

６ わからない 

 

（問29で選択肢「４」、「５」を選んだ方のみお答えください） 

問29－１ デマンド交通について不満に思う理由は何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 運行本数が少ないから 

２ 朝早くや夜遅くの運行がないから 
３ 時間が読めないので利用しにくいから 
４ 利用するための予約が面倒だから 
５ 事前の会員登録が必要だから 
６ 料金が高いから 
７ 利用したい時間帯の予約が取りにくいから 
８ その他（                                     ） 

 
（地域の公共交通への期待について） 

問30 本県の今後の地域の公共交通に対し、あなたが期待することは何ですか。次の中から２つまで

選んでください。 

１ 通勤、通学、通院など日常の移動手段 

２ 高齢等により、車の運転ができなくなった場合の移動手段 

３ 環境に配慮した生活のための移動手段 

４ 人を呼び込み、定住させる、まちづくりの重要な機能の一つ 

５ 観光地等における非日常の移動手段 

６ その他（                                     ） 

７ 特にない 

 
 
［県立高校の男女共学・別学について］ 
問31 男女共学と男女別学のどちらの考え方に賛成ですか。次の中から１つ選んでください。 

１ 男女共学に賛成である 
２ どちらかというと男女共学に賛成である 
３ どちらともいえない 
４ どちらかというと男女別学に賛成である 
５ 男女別学に賛成である 

 

問31－１へ 

問31－２へ 
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（問31で選択肢「１」、「２」を選んだ方のみお答えください） 

問31－１ 共学に賛成する主な理由は何ですか。次の中から２つまで選んでください。 

１ 男女が一緒に学ぶ方がより自然であると思うから 

２ 男性・女性にとらわれることなく、個性や能力を発揮できる社会づくりのために必要だと思う 

  から 

３ 異性が互いに理解できると思うから 
４ 男女共学の方が楽しいと思うから 

５ その他（                                     ） 

 

（問31で選択肢「４」、「５」を選んだ方のみお答えください） 

問31－２ 別学に賛成する主な理由は何ですか。次の中から２つまで選んでください。 

１ 異性の目を気にすることなく、学習や部活動に集中できると思うから 

２ 異性に頼ることなく、自分で解決しようとする自主性・自立性が身につくと思うから 

３ 男女別学で築かれた伝統・校風は、変えない方がよいと思うから 

４ 男女別学の方が楽しいと思うから 

５ その他（                                     ） 

 

問32 現在、栃木県内には共学校４８校、男子校５校、女子校６校の全日制県立高校があります

が、本県の県立高校の今後のあり方についてどのように考えますか。次の中から１つ選んで

ください。 

１ 男女共学校と男女別学校の両方あるのがよい 
２ どちらかというと男女共学校と男女別学校の両方あるのがよい 
３ わからない 
４ どちらかというとすべて男女共学校がよい 
５ すべて男女共学校がよい 

 
 
［犯罪と治安対策について］ 

問33 あなたは、県内の治安についてどう感じますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 良い 

２ どちらかといえば良い 

３ どちらともいえない 

４ どちらかといえば悪い 

５ 悪い 

６ わからない 
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問34 あなたは、どのような犯罪に不安を感じますか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 子どもに対する犯罪 

２ 女性に対する犯罪 

３ 高齢者に対する犯罪 
４ 振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺事件 
５ 金融機関、コンビニ等に対する強盗事件 
６ 少年による凶悪、粗暴事件 

７ 外国人による犯罪 
８ 暴力団による犯罪 

９ 暴走族による犯罪 
10 家に侵入する強盗、窃盗犯罪 

11 屋外でのひったくりなど強盗、窃盗犯罪 

12 薬物（危険ドラッグも含めて）乱用事件 

13 インターネット利用犯罪 

14 その他 

（                  ） 
15 特にない 

 

（問34で選択肢「１」を選んだ方のみお答えください） 

問34－１ あなたが、子どもに対する犯罪に不安を感じる理由は何ですか。次の中からいくつでも

選んでください。 

１ テレビや新聞等で、子どもが巻き込まれる事件についてよく見聞きするから 

２ 通学路における街灯や防犯灯などの防犯設備が不足していると感じるから 

３ 子どもが一人で登下校することがあるから 

４ 地域のつながりが弱く、近所の住民の顔を知らないから 

５ 近所で子どもが巻き込まれた事件が発生したから 

６ 警察官や警察スクールサポーター等のパトロールが少なく感じるから 

７ 犯人の検挙や事件の解決に関する情報が少なく感じるから 

８ その他（                                   ） 

 

問35 あなたは、公共空間における防犯カメラの設置についてどのように思いますか。次の中から

１つ選んでください。 

１ 安全・安心の確保のために設置されることが望ましい 

２ どちらかといえば安全・安心の確保のために設置されることが望ましい 

３ どちらかといえばプライバシー尊重のために設置されないことが望ましい 

４ プライバシー尊重のために設置されないことが望ましい 

５ その他（                                     ） 

 

問36 犯罪の発生や防犯に関して、あなたは、警察からどのような内容の情報提供を望みますか。次

の中からいくつでも選んでください。 

１ 県内の犯罪発生状況 

２ 警察署単位の犯罪発生状況 

３ 交番・駐在所単位の犯罪発生状況 

４ 市町や大字単位の犯罪発生状況 

５ 犯人の検挙や事件の解決に関する情報 

６ 子どもや女性に対する声かけ事案 

７ 防犯上のアドバイス 

８ 防犯ボランティアの活動紹介 

９ その他 

（                  ） 



 －181－ 

［地域警察活動に対する県民の意識］ 

問37 あなたが、交番や駐在所の警察官に特に力を入れてほしい活動は何ですか。次の中からいくつ

でも選んでください。 

１ パトロール活動 
２ 交番、駐在所における在所活動 

３ 巡回連絡等で家庭等を訪問し、住民の意見や要望を聞く活動 

４ 交番前や交差点等に立っての警戒活動 

５ 事件・事故の発生や被害防止上のアドバイスなどの広報 

６ 地域で発生した事件の検挙 

７ 交通違反の取締り 

８ 防犯講話、交通講話等の開催 

９ 防犯ボランティア活動への参加や支援 

10 その他（                                   ） 

 
 
［総合的な交通安全対策の推進について］ 

問38 全交通事故死者の約４割を高齢者が占めていますが、高齢者の事故を防止するため、あなたは

何が必要だと思いますか。次の中から３つまで選んでください。 

１ 高齢者を対象とした、参加体験型の交通安全教育の実施 
２ 高齢者に対する反射材の配布 

３ ボランティア等による高齢者宅への訪問指導 

４ 高齢者関連施設等におけるワンポイントアドバイスの実施 

５ 高齢者の自転車ヘルメット着用の推進 

６ 「３Ｓ運動」（※）等、高齢者に対する保護意識を高める活動の推進 

７ 高齢者以外の方に高齢者の特性を理解してもらうための交通安全教育の実施 

８ 交通事故に遭うおそれのある高齢歩行者を見かけたら、直ぐに110番通報すること 

９ その他（                                   ） 

10 わからない 

※ ３Ｓ(スリーエス)とは、SEE(見る)、SLOW(減速する)、STOP(止まる)の頭文字をとったものです。 
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問39 自転車の安全利用を促進するために、あなたは何が必要だと思いますか。次の中から３つまで

選んでください。 

１ 自転車に係る交通ルールの周知 

２ 自転車利用者を対象とした、参加体験型の交通安全教育の実施 

３ 街頭における自転車利用者に対する広報啓発活動 

４ 自転車利用者に対する反射材の配布 

５ 自転車に対する保護意識を高める活動の推進 

６ 自転車利用者による交通違反への厳しい取締り 

７ 自転車ヘルメット着用の推進 

８ 自転車道、自転車通行帯等の通行環境の整備 

９ 自転車に係る罰則の強化 

10 その他（                                   ） 

11 わからない 

 

問40 飲酒運転の罰則や行政処分が強化されましたが、依然として悪質な飲酒運転は後を絶ちません。

飲酒運転を根絶するため、あなたはどのような対策が必要だと思いますか。次の中から３つまで

選んでください。 

１ 夜間検問の強化等徹底した取締り 

２ 車両・酒類の提供者、同乗者等に対する

徹底した捜査 

３ 危険運転致死傷罪の積極的な適用 
４ 飲酒運転の危険性を訴える交通安全教育

の実施 
５ 街頭における広報啓発活動 

６ 家庭や職場等における話し合い 

７ 酒類提供飲食店等における広報 

８ アルコール依存症患者等に対する講習 

９ 更なる罰則等の強化 
10 その他 

 （                  ） 
11 わからない 

 
 
［あなたご自身やご家族について］ 

最後に、お答えいただいたことを統計的に分析するため、あなたご自身やご家族についてお答えくだ

さい。 

 

Ｆ１ あなたの性別は。 

１ 男 性 ２ 女 性 

 

Ｆ２ あなたの年齢は、次の中のどれに当てはまりますか。 

１ 20歳～29歳 

２ 30歳～39歳 

３ 40歳～49歳 

４ 50歳～59歳 

５ 60歳～64歳 

６ 65歳～69歳 

７ 70歳以上 
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Ｆ３ あなたの職業は、次の中のどれに当てはまりますか。 

（自営･家族従業） （勤めている） （無  職） 

１  

農林漁業 

２  

商工サービス

業・自由業 

３  

管理職・事務職 

・専門技術職 

４  

労務職 

５  

家 事 

６  

その他の無職 

・学生 

 

Ｆ４ あなたの家計を主に支えているのはあなたですか。 

１ は い ２ いいえ 

 
 
（Ｆ４で選択肢「２」を選んだ方のみお答えください） 

 Ｆ４－１ あなたの家計を主に支えている方のご職業は、次の中のどれに当てはまりますか。 

（自営･家族従業） （勤めている） （無  職） 

１  

農林漁業 

２  

商工サービス業・

自由業 

３  

管理職・事務職・

専門技術職 

４  

労務職 

５  

その他の無職 

 

Ｆ５ あなたのご家族には、65歳以上の方がいらっしゃいますか。あなた自身も含めてお答えください。 

１ い る ２ いない 

 

Ｆ６ あなたは、栃木県でお生まれになりましたか。 

１ は い ２ いいえ 

 

Ｆ７ あなたは、栃木県に通算して何年お住まいですか。 

１ １年未満 

２ １年～２年 

３ ３年～４年 

４ ５年～９年 

５ 10年～19年 

６ 20年以上 

 

Ｆ８ 現在、あなたのご住居は、次の中のどれに当たりますか。 

１ 持家の一戸建 

２ 持家の集合住宅（分譲マンションなど） 

３ 借家の一戸建 

４ 公社・公営の賃貸住宅 

５ 民間の賃貸アパート･マンション 

６ 社宅・官舎 

７ その他 

（                  ） 
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Ｆ９ あなたがお住まいの周囲の環境は、次の中のどれに当たりますか。 

１ 農山村 

２ 住宅地 

３ 商店街 

４ その他（              ） 

 

Ｆ10 あなたがお住まいの地域は、次の中のどれに当たりますか。 

１ 県北地域（大田原市、日光市、矢板市、那須塩原市、さくら市、那須烏山市、那須町、 

那珂川町、塩谷町、高根沢町） 

２ 県央地域（宇都宮市、鹿沼市、真岡市、上三川町、壬生町、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町） 

３ 県南地域（小山市、栃木市、足利市、佐野市、下野市、野木町） 

 

Ｆ11 あなたのご住所は、次の中のどれに当たりますか。 

 １ 宇都宮市 ２ 宇都宮市以外の市 ３ 町 

 

 

◎長時間にわたり、ご協力ありがとうございました。お手数ですが、添付の 

返信用封筒（切手不要）に入れて、６月 1２日（金）までにご投函ください。 

 

 


